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令和３年 12 月８日（水）に開催した令和３年度第４回公立大学法人静岡文化芸術大学経営審議会

の結果は次のとおりである。 

 

１ 議案 
（１）令和３年度 収支補正予算（案）について 

ア 趣旨 

事務局から、現時点の年間執行見込額に基づき、現予算額が不足する見込の事業の増額を行

う一方、現予算額に執行残が生じる見込の事業について減額を行う結果、68,724千円の減額補

正となる旨の説明があった。 

イ 主な質問・意見 

・一般管理費の増減の内容で、「人材派遣の減」とあるが、人材派遣では、どのような業

務があるか。 

→ 従前、教務・学生室の受付や役員フロアーの受付の補助業務を派遣職員に委託していたが、

学内の職員で対応することとなった。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、承認され、役員会に付託された。 

（２）令和４年度 予算編成基本方針（案） 

ア 趣旨 

事務局から、令和４年度の予算編成基本方針について説明があった。 

イ 主な質問・意見 

・大学としては、教育など大学業務自体のデジタル化も必要であるが、デジタル社会の形成

について、課題も含めた研究によって貢献することも必要と考えるがどうか。 

→ デジタル化については、第３期中期計画に教育のデジタル化が具体的に示されて、さら

に ICTの活用・推進という文言も含まれる予定である。デジタル社会の形成について研究

面での貢献については、両学部の専門分野の範囲で、この提案を念頭に置いて特別研究等

において取り組んでいきたい。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、承認され、役員会に付託された。 

（３）理事長選考会議委員の選出について 

ア 趣旨 

事務局から、理事長と学長の一体化に伴う定款変更について、令和３年 12月１日付けで総

務省及び文部科学省より、変更の認可がおりたことについて報告された。今回、この変更後の

定款附則に基づき、理事長選考会議の委員として、経営審議会から３名の委員を選出すること

を諮ることが説明された。 

イ 主な質問・意見 

・松井委員、竹内委員、山崎委員を推薦したい。それぞれ産・官・学の見地からご意見を頂

けるものと考える。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、提案につき、承認され、役員会に付託された。 

 

以上 


